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高知県農業技術センターニュース　第62号

　新規需要米としてWCS（ホールクロップ
サイレージ）や子実を利用する飼料用米、米
粉などの取り組みが全国各地で進められて
います。しかし、高知県での収量特性などは
調査されていませんでした。そこで、新規需
要米専用品種の収量性を調べました（図１）。
　①地上部乾物重では、ほとんどの品種で
早期栽培が普通期栽培よりも多収となりま
した。
　②作期に関わらず‘北陸193号’は地上部
乾物重および粗玄米重が最も高く、用途に
関わらず有望でした。また、同様に‘ミズ
ホチカラ’は粗玄米重が高く、子実利用品
種として有望と考えられました。
　③早期栽培で地上部乾物重および粗玄米
重が高い品種は‘タカナリ’‘北陸218号’、
地上部乾物重が高い品種は‘クサノホシ’、
粗玄米重が高い品種は‘べこあおば’‘ふく
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ひびき’でそれぞれの用途で有望と考えら
れました。
　④普通期栽培で地上部乾物重が高い品種
は‘タチアオバ’‘まきみずほ’、粗玄米重
が高い品種は‘モミロマン’でした。
　今後は、穂発芽性や脱粒性、耐病性、
WCS としての品質評価、米粉としての製
パン適性などについても、検討を進めてい
きたいと考えています。
� （水田作物担当　溝渕正晃　088-863-4916）

図 1　高知県における新規需要米専用品種の収量 (2010)
注）越のかおり、黄金錦は普通期のみ

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

粗玄米重 地上部乾物重－粗玄米重（早期栽培）

(kg/10a)

(kg/10a)

（普通期栽培）

粗
玄
米
重
お
よ
び
地
上
部
乾
物
重

粗
玄
米
重
お
よ
び
地
上
部
乾
物
重

黄

金

錦

越
の
か
お
り

ア
キ
ツ
ホ

ル
リ
ア
オ
バ

は
ま
さ
り

べ
こ
あ
お
ば

ふ
く
ひ
び
き

夢
あ
お
ば

ク
サ
ユ
タ
カ

タ
チ
ア
オ
バ

ク
サ
ホ
ナ
ミ

モ
ミ
ロ
マ
ン

ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ

た
ち
す
ず
か

た
ち
す
が
た

ホ
シ
ア
オ
バ

ホ
シ
ユ
タ
カ

リ
ー
フ
ス
タ
ー

ニ
シ
ア
オ
バ

モ
グ
モ
グ
あ
お
ば

ま
き
み
ず
ほ

タ
カ
ナ
リ

北
陸
218
号

ク
サ
ノ
ホ
シ

北
陸
193
号

北陸193号


